
南湖湖畔店舗等に係る歴史的風致維持向上地区計画        

1 
 

【地区計画導入の基本的な考え方】 

～松平定信の思想を引継ぎ、歴史的風致を維持発展させる～ 

 

南湖は、松平定信が草木生い茂る沼沢地を、浚渫と築堤の土木工事、桜・紅葉・松な

どの植栽をもって享和元年（１８０１年）に完成させた「日本における公園の先駆け」

といわれる。定信が作庭した五庭園のうち唯一現存するものである。 

当時の大名庭園が城内または別邸に築かれているのに対し、南湖は城下の南側郊外の

地に塀や柵を設けず、武士と庶民が共に楽しむために造られた「共楽の園地（公園）」で

あった。日本に公園制度が導入されたのは、明治６年（１８７３年）の太政官布告以来

のことであるが、南湖の築造はそれより約７０年前にさかのぼる。 

また、南湖は定信の庭園造りの一環として作られた「士民共楽」のための園地（公園）

機能の他にも、藩士の水練を行う学校的機能、溜池的機能、さらには水害等に備える調

整池機能など複合的な機能を兼ね備えた園地という当時としてはまったく新しい概念の

庭園であったと想定される。 

その南湖湖畔へ近代以降に花月亭、荻原屋、偕楽園等の茶店や旅館が立地し営業を開

始した。 

南湖公園を訪れる人々が、定信が遺した庭園観に触れ、湖畔を散策し公園内の木々や

周辺の関山、那須連峰の四季折々の眺望を楽しみ、茶店等の店舗群に入りお茶を飲み団

子を食べ食事をする。また、観光客は湖畔沿いの旅館へ宿泊し地元の食材を堪能する。

これこそが南湖公園の歴史的風致であり魅力である。 

平成２３年２月に東北地方では２番目に「歴史的風致維持向上計画」の認定を国から

受けた。計画の中には、維持向上すべき歴史的風致として「南湖公園の行楽」が位置づ

けられている。南湖公園の行楽は、定信の「士民共楽」の思想に他ならない。そして、

造園されてから２００余年を経た今日でも、来訪者が憩い集う公園的利用は今も昔と変

わっていない。まさに県南最大の歴史のある公園として多くの人々を楽しませている。 

将来においても南湖公園が持つ歴史を維持させるには、湖沼と湖畔の松や桜などの

木々と一体となっている湖畔に配置された店舗群を維持発展させ、多くの方々にその歴

史性を広く伝承させることである。 

そのため、近代以降の茶店等の店舗群がある区域へ「地域における歴史的風致の維持

及び向上に関する法律（平成２０年法律第４０号。第３１条関連）」に基づき、「歴史的

風致維持向上地区計画」を導入する。 

①市民が誇りとする当該公園の歴史的風致を次世代まで継承する。 

②歴史的遺産であり県南地方最大の観光資源を十分に活かし、近代以降に配置された店

舗群を維持・向上させる。 

③南湖公園が持つ歴史的風致を維持し、その風致に合致した店舗群を配置するため、立

地可能な店舗業態（白河地域の特産品を使用した料理の提供を主たる目的とする飲食

店、料理店、旅館など）や建物の形態、意匠に対するルール化を図り、当該公園の魅

力に磨きをかける。 
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「南湖湖畔店舗等に係る歴史的風致維持向上地区計画導入区域」 

 

まちづくりのルール（地区整備計画）  

名   称 南湖湖畔店舗等に係る歴史的風致維持向上地区計画（白河市決定） 

位   置 白河市池下４０－１ ４０－２ ４０－３ ４０－５ 

白河市五郎窪３７－６ ３７－５ ３８―１ ４０－１ ４０－３ ４０－７ 

白河市五郎窪北４３－１ ４３－２ ４３－５ ４３－１１ ４３－１２ 

白河市五郎窪山５０－１ ５０－２ ５１－１ ５１－２  

白河市菅生舘２－１の一部 ２－５ ４６－１ ４６－５ ４６－１２ ４６－１３ 

白河市南湖１－２ １－３ １４ １５ １６ １７ １８  

面   積 約１．７０ｈa 

地区整備計画区域 歴史的風致維持向上地区 

地区計画の目標 

 

 

日本の公園の先駆けとされる南湖公園は、江戸時代に時の藩主松平定信によ

り、「士民共楽」の思想を基に築造された庭園である。当該公園は湖沼と近代以

降に配置された店舗群が一体をなして魅力をつくりだし、県南最大の歴史性の

ある観光地として発展してきた。しかし昨今、近代以降に配置された湖畔の店

舗群の空き家が懸念され、これにあわせて来訪者の減少が進んでいる。 

こうした背景から、本地区に「歴史的風致維持向上地区計画」を導入し、当

該公園が持つ歴史的風致を将来に亘り維持しつつ、店舗群を誘導する区域とし

て、民間活力を積極的に活用することで、南湖の歴史性と風趣を維持発展させ、

行楽地としてのにぎわいを創出し、魅力ある公園を形成することを目標とする。 

土地利用の方針 地区計画の目標を実現するため、土地利用の方針を以下のように定める。 

１．市民が誇りとする南湖の歴史的風致を次世代まで引き継ぐため、近代以降 

に配置された店舗群の区域を維持・発展させる。 

２．歴史的風致に合致した店舗業態と意匠に配慮し、白河地域の農産品等を使 

用した料理の提供を主たる目的とする飲食店や料理店、旅館等の立地を図る。 

17,064.35 ㎡ 
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建築物等の規制・

誘導方針 

 地区計画の目標を実現するため、建築物等の規制・誘導の方針を以下のよう 

に定める。 

１．にぎわいと魅力ある公園を形成するため、１階部分には飲食店等の立地を 

誘導する。 

ただし、ホテル、旅館、その他これらに類する施設はこの限りでない。 

２．歴史的風致を維持するため、建築物の高さの最高限度、敷地面積の最低限 

度等を定める。 

３．当地区の歴史的風致を考慮し、建築物等の形態・意匠又は色彩の制限等を 

定める。 

建築物の用途の制

限 

地区計画区域内の建築物は次の各号に掲げるものとする。ただし、市長が用

途上又は構造上やむを得ない特別な理由あると認め、かつ、白河市都市計画審

議会の同意を得たものについてはこの限りではない。 

１．住宅（共同住宅、寄宿舎、下宿、その他これに類するものを除く）を伴わ

ない飲食店又は料理店のうち、床面積の合計が５００平方メートル以内のも

の 

２．住宅（共同住宅、寄宿舎、下宿、その他これに類するものを除く）を伴う 

飲食店又は料理店で、用途に供する部分の床面積の合計が、５００平方メー

トル以内のもののうち、居住の用に供する部分の床面積の合計が飲食店又は

料理店の用途に供する部分の床面積の合計の２分の１以内であって、居住の

用に供する部分を道路に面した場所へ配置してはならない 

３．ホテル又は旅館のうち床面積の合計が１，５００平方メートル以内のもの 

４．住宅（共同住宅、寄宿舎、下宿、その他これに類するものを除く）を伴う

ホテル又は旅館で、ホテル又は旅館の用途に供する部分の床面積の合計が１，

５００平方メートル以内のもののうち、居住の用に供する部分の床面積の合

計が２５０平方メートル以内であってホテル又は旅館の用途に供する部分の

床面積の合計の２分の１以内のもの 

５．美術館又は博物館のうち、床面積の合計が１，５００平方メートル以内の

もの 

６．前各号の建築物に附属するもの（車庫、物置、その他これらに類するもの）

で５０平方メートル以内のもの 

建築物の延べ面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

１０分の１０（容積率/１００％） 

建築物の建築面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

１０分の ５（建ぺい率/５０％） 

建築物の敷地面積

の最低限度 

原則として２００平方メートル以上 

ただし、２００平方メートル未満の敷地であっても、既存のままの大きさの

敷地で建替える場合は、その敷地面積を最低限度とする。 
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建築物の高さの最

高限度 

建築物の最高の高さは、南湖公園の歴史的風致に配慮し、周辺景観と調和した 

ものとするために、９メートル以下とする 

壁面の位置の制限 １．道路境界線から建築物の外壁又はこれに代わる柱の面までの距離は３メー

トル以上とする。 

２．隣地境界線からの距離にあっては１．５メートル以上とする。 

ただし、上記の建築物の壁面の位置の制限に満たない距離にある建築物、又

は建築物の部分が次の各号の一に該当する場合はこの限りでない。 

（１）外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３メートル以下である

こと。 

（２）物置その他これに類する用途に供し、軒の高さが２．３メートル以下で、

かつ、床面積の合計が５平方メートル以内であること。 

 

建築物等の形態又

は意匠の制限 

 

 

 

 

 

 

建築物又は工作物（以下「建築物等」という。）の形態意匠は、以下により当

地区の景観に配慮したものとする。 

１．和風のデザインを尊重し、南湖公園と調和した歴史的なモチーフを活用す

る等、南湖公園の歴史的風致を損なわない統一感のある意匠となるよう配慮

すること 

２．地上２階建てまでとすること  

３．屋根は２方向以上の勾配屋根とし、屋根勾配は１０分の３以上とすること。

ただし、下屋庇はこの限りでない。 

４．屋根は原則として道路から見て平入りの形状とすること 

５．屋根材の色彩は光沢のない濃い黒又は茶系の色とし、反射性のある素材を

使用しないこと。ただし、自然素材や伝統色を用いる場合はこの限りでない。 

６．道路に面する壁面には、原則として１階軒高部分に周辺の建物と調和する

軒又は庇を設置すること。勾配は屋根と同様又は屋根より１０分の１程度に

葺くこと。出幅は、原則６０センチメートル以上とする。庇にあっては原則

３０センチメートル以上の出幅とすること。 

７．壁面の素材は自然素材を使用することを基本とし、やむを得ずその他の材

料を用いる場合は、金属など光沢のあるものを使用しないこと 

８．壁面の色彩は、マンセル表色系（日本工業規格 Z８７２１）における N 系

（白、黒又は灰）又は Y（黄色）、YR（黄赤）の色相で彩度は３以下のもの

を基本とすること。ただし、自然素材を用いる場合又は伝統色を用いる場合

はこの限りではない。 

９．道路に面する開口部にシャッターを設ける場合は、原則として木製格子そ

の他これに類するものとし、閉鎖的なものとしないこと 

10．開口部には、原則として引き違いの木製格子戸又はガラス戸の外側に木製

格子を備えたものを設けることとし、やむを得ずその他の材料を用いる場合

は色彩に配慮すること 

11．道路に面する部分にベランダやバルコニー等は設置しないこと 
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12．道路に面する部分に車庫その他これに類するものを設置しないこと 

13．配管、室外機、物干しその他これらに類するものを設ける場合は、景観に

配慮した位置とし、又は目隠しなどの措置を講ずること  

14．ソーラーパネルを設置しないこと 

15．屋根上に室外機等の設備機器は原則として設置しないこととし、やむを得

ず設置する場合は、遮へい等の措置を講ずること 

 

垣の構造の制限 道路及び隣地との境界部分に垣又は柵を設置する場合においては、生け垣又

は自然の材料を用いたものとすること 

 

 


